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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】粉塵発生を防ぎ、組立の作業工程、時間を省き
、生産コストを削減することができるタッチパネルを具
える電子装置を提供する。
【解決手段】タッチパネルを具える電子装置は、絶縁本
体を含み、絶縁本体上には表示モジュールを固定し、表
示モジュール上には複数の突出柱を設ける。表示モジュ
ール上にはタッチパネルを固定し、タッチパネルには、
タッチ本体とタッチ本体上に固定する固定板を具え、固
定板上には複数の定位孔を設け、それらの定位孔には、
表示モジュールに対応する突出柱上に嵌合し、絶縁本体
上には上蓋を被覆する。タッチパネルを具える電子装置
は、タッチパネルの定位孔を表示モジュールに対応する
突出柱上に嵌合して定位させる。
【選択図】図８
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁本体、表示モジュール、タッチパネル及び上蓋を含み、
　該絶縁本体上に固定し、複数の突出柱を具える該表示モジュールと、
　該表示モジュール上に固定し、該タッチ本体及び該タッチ本体上に固定する固定板を含
み、該固定板上には複数の定位孔を設け、それらの定位孔はそれぞれ該表示モジュールに
対応する該突出柱上に嵌合する該タッチパネルと、
　該絶縁本体上に被覆する該上蓋と、を具えることを特徴とするタッチパネルを具える電
子装置。
【請求項２】
　前記タッチパネルの固定板はプラスチック素材によって製作することを特徴とする請求
項１記載のタッチパネルを具える電子装置。
【請求項３】
　前記表示モジュールはフレームを具え、前記突出柱はフレームから突出形成することを
特徴とする請求項１記載のタッチパネルを具える電子装置。
【請求項４】
　前記フレームは内フレームを具え、前記突出柱は内フレームから突出形成することを特
徴とする請求項３記載のタッチパネルを具える電子装置。
【請求項５】
　前記絶縁本体上には内設溝を設け、内設溝の側辺壁には固定溝及び定位溝を設け、前記
タッチ本体と表示モジュールは内設溝内に固定し、タッチ本体の固定板の各エッジにはそ
れぞれ延伸する定位部を設け、定位部は対応する定位溝内に置き、固定板のエッジは固定
溝内に置くことを特徴とする請求項１記載のタッチパネルを具える電子装置。
【請求項６】
　前記上蓋には上面板を具え、上面板上には前記絶縁本体の内設溝に対応する内設孔を開
設し、前記タッチパネルの一部分は内設孔内に配置され、タッチパネルの上表面と上面板
の上表面はフラットであることを特徴とする請求項５記載のタッチパネルを具える電子装
置。
【請求項７】
　前記絶縁本体上表面の各エッジには全て斜面を連結し、その内の二つの対称となる斜面
上には溝を開け、溝壁上には外側方向に突出する嵌合部を設け、上蓋には上面板を具え、
上面板のエッジには側辺板を連結し、二つの対称となる側辺板の内側面上には突出体を突
設し、突出体上には嵌合溝を設け、側辺板は対応する斜面上を被覆し、突出体は対応する
溝内に延伸し、嵌合溝と対応する嵌合部が嵌合されることを特徴とする請求項１記載のタ
ッチパネルを具える電子装置。
【請求項８】
　絶縁本体、表示モジュール、タッチパネル及び上蓋を含み、
　絶縁本体上に固定し、複数の定位孔を設ける表示モジュールと、
　表示モジュール上に固定し、タッチ本体及びタッチ本体上に固定する固定板を含み、固
定板上には複数の突出柱を設け、それらの突出柱はそれぞれ表示モジュールに対応する定
位孔内に貫設するタッチパネルと、
　絶縁本体上に被覆する上蓋と、を具えることを特徴とするタッチパネルを具える電子装
置。
【請求項９】
　前記タッチパネルの固定板はプラスチック素材によって製作することを特徴とする請求
項８記載のタッチパネルを具える電子装置。
【請求項１０】
　前記表示モジュールはフレームを具え、フレームには内フレームを含み、定位孔は内フ
レーム上に開設することを特徴とする請求項８記載のタッチパネルを具える電子装置。
【考案の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本考案は、電子装置に関し、特に、タッチパネルを具える電子装置に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　公知のタッチパネルを具える携帯電話等の電子装置は、一般に絶縁本体を含み、絶縁本
体上には液晶表示モジュールを固定、液晶表示モジュール上には固定板を固定する。絶縁
本体上方には上蓋を被覆し、上蓋上には内設孔を開け、内設孔内にはタッチ本体を内設し
、タッチ本体は固定板上に粘着する。タッチ本体と固定板を組み合わせて、タッチパネル
を形成する。
【０００３】
　しかし、前述のタッチパネルを具える電子装置は、タッチパネルの固定板を液晶表示モ
ジュールに組み込む場合、ジグによる定位が必要であり、これは粉塵を生じさせ易く製品
を汚染する。またジグ定位の工程が増加されることにより、作業工程と時間の無駄がある
。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案の目的は、前述の公知技術の不足に対して、組立過程において粉塵の発生を避け
、作業工程と時間の無駄を少なくする、タッチパネルを具える電子装置の提供にある。
【０００５】
　前述の目的を達成する為、本考案の提供するタッチパネルを具える電子装置は、絶縁本
体を含み、絶縁本体上には表示モジュールを固定し、表示モジュール上には複数の突出柱
を設ける。表示モジュール上にはタッチパネルを固定し、タッチパネルには、タッチ本体
とタッチ本体上に固定する固定板を含み、固定板上には複数の定位孔を設け、それらの定
位孔はそれぞれ、表示モジュールに対応する突出柱上に嵌合する。また絶縁本体上には上
蓋を被覆する。
【０００６】
　前述の目的を達成する為、本考案の提供する第二のタッチパネルを具える電子装置は、
絶縁本体を含み、絶縁本体上には表示モジュールを固定し、表示モジュール上には複数の
定位孔を開設する。表示モジュール上にはタッチパネルを固定し、タッチパネルは、タッ
チ本体とタッチ本体上に固定する固定板を含み、固定板上には複数の突出柱を突設し、そ
れらの突出柱はそれぞれ、表示モジュールに対応する定位孔内に貫設する。また絶縁本体
上には上蓋を被覆する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１の考案は、絶縁本体、表示モジュール、タッチパネル及び上蓋を含み、
　該絶縁本体上に固定し、複数の突出柱を具える該表示モジュールと、
　該表示モジュール上に固定し、該タッチ本体及び該タッチ本体上に固定する固定板を含
み、該固定板上には複数の定位孔を設け、それらの定位孔はそれぞれ該表示モジュールに
対応する該突出柱上に嵌合する該タッチパネルと、
　該絶縁本体上に被覆する該上蓋と、を具えることを特徴とするタッチパネルを具える電
子装置としている。
　請求項２の考案は、前記タッチパネルの固定板はプラスチック素材によって製作するこ
とを特徴とする請求項１記載のタッチパネルを具える電子装置としている。
　請求項３の考案は、前記表示モジュールはフレームを具え、前記突出柱はフレームから
突出形成することを特徴とする請求項１記載のタッチパネルを具える電子装置としている
。
　請求項４の考案は、前記フレームは内フレームを具え、前記突出柱は内フレームから突
出形成することを特徴とする請求項３記載のタッチパネルを具える電子装置としている。
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　請求項５の考案は、前記絶縁本体上には内設溝を設け、内設溝の側辺壁には固定溝及び
定位溝を設け、前記タッチ本体と表示モジュールは内設溝内に固定し、タッチ本体の固定
板の各エッジにはそれぞれ延伸する定位部を設け、定位部は対応する定位溝内に置き、固
定板のエッジは固定溝内に置くことを特徴とする請求項１記載のタッチパネルを具える電
子装置としている。
　請求項６の考案は、前記上蓋には上面板を具え、上面板上には前記絶縁本体の内設溝に
対応する内設孔を開設し、前記タッチパネルの一部分は内設孔内に配置され、タッチパネ
ルの上表面と上面板の上表面はフラットであることを特徴とする請求項５記載のタッチパ
ネルを具える電子装置としている。
　請求項７の考案は、前記絶縁本体上表面の各エッジには全て斜面を連結し、その内の二
つの対称となる斜面上には溝を開け、溝壁上には外側方向に突出する嵌合部を設け、上蓋
には上面板を具え、上面板のエッジには側辺板を連結し、二つの対称となる側辺板の内側
面上には突出体を突設し、突出体上には嵌合溝を設け、側辺板は対応する斜面上を被覆し
、突出体は対応する溝内に延伸し、嵌合溝と対応する嵌合部が嵌合されることを特徴とす
る請求項１記載のタッチパネルを具える電子装置としている。
　請求項８の考案は、絶縁本体、表示モジュール、タッチパネル及び上蓋を含み、
　絶縁本体上に固定し、複数の定位孔を設ける表示モジュールと、
　表示モジュール上に固定し、タッチ本体及びタッチ本体上に固定する固定板を含み、固
定板上には複数の突出柱を設け、それらの突出柱はそれぞれ表示モジュールに対応する定
位孔内に貫設するタッチパネルと、
　絶縁本体上に被覆する上蓋と、を具えることを特徴とするタッチパネルを具える電子装
置としている。
　請求項９の考案は、前記タッチパネルの固定板はプラスチック素材によって製作するこ
とを特徴とする請求項８記載のタッチパネルを具える電子装置としている。
　請求項１０の考案は、前記表示モジュールはフレームを具え、フレームには内フレーム
を含み、定位孔は内フレーム上に開設することを特徴とする請求項８記載のタッチパネル
を具える電子装置としている。
【考案の効果】
【０００８】
　前述した通り、本考案のタッチパネルを具える電子装置の組立過程において、タッチパ
ネルの定位孔を表示モジュールに対応する突出柱上に嵌合するか、タッチパネルの突出柱
を表示モジュールに対応する定位孔内に貫設して定位させる。これにより、ジグを使用せ
ずにタッチパネルを表示モジュール上に組み合わせることが可能となり、粉塵発生を防ぎ
、タッチパネルを具える電子装置の組立の作業工程、時間を省き、生産コストを削減する
ことができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図１と図２に示す本考案のタッチパネルを具える電子装置は、タッチパネル１０、表示
モジュール２０、絶縁本体３０、及び絶縁本体３０上に被覆する上蓋４０を含む。
【００１０】
　図２、図３、図４に示す通り、タッチパネル１０は、矩形板状のタッチ本体１１を含み
、タッチ本体１１は第一柔軟性回路基板１１１を具える。タッチ本体１１の下表面には矩
形板状の固定板１２を粘着し、固定板１２はプラスチック素材によって製作し、その三つ
の角にはそれぞれ円形の定位孔１２１を開設する。固定板１２の四つのエッジにはそれぞ
れ外側方向に突出した棒板状の定位部１２２を形成する。固定板１２の下表面上には方形
の両面テープ５０を粘着する。
【００１１】
　図２、図５、図６に示す通り、表示モジュール２０はディスプレイモジュール２１とデ
ィスプレイモジュール２１を固定するフレームを含む。フレームは外殻体２２１を含み、
外殻体２２１は、矩形板状の底板２２１１、及び底板２２１１の三つのエッジから垂直に
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上方向に折り曲げて形成する複数の側面壁２２１２を具える。側面壁２２１２上には、複
数の結合溝２２１３、及び突設する複数の結合体２２１４を具える。外殻体２２１内には
内フレーム２２２を設置し、内フレーム２２２はプラスチック素材で製作し、内フレーム
２２２には複数の側辺フレーム２２２１、及び側辺フレーム２２２１の外側縁から上方向
に垂直に延伸する複数のフレーム壁２２２２を具える。フレーム壁２２２２上には複数の
結合部２２２３を突設し、それらの結合部２２２３はそれぞれ外殻体２２１の結合溝２２
１３と嵌合して内フレーム２２２と外殻体２２１を固定させる。フレーム壁２２２２の両
端とフレーム壁２２２２に対応するフレーム壁２２２２の一端はそれぞれ、外側方向に突
出する突出部２２２４を形成し、突出部２２２４上表面の上方向には円柱形の突出柱２２
２５を突設する。内フレーム２２２と外殻体２２１上には蓋フレーム２２３を被覆する。
蓋フレーム２２３は、相互に連結する複数のフレーム辺２２３１、及び三つのフレーム辺
２２３１の外側縁から下方向に垂直に延伸する複数の側辺壁２２３２を具え、側辺壁２２
３２上には複数の嵌入溝２２３３を開設し、嵌入溝２２３３はそれぞれ外殻体２２１の結
合体２２１４上に嵌合して蓋フレーム２２３と外殻体２２１を固定する。ディスプレイモ
ジュール２１は内フレーム２２２内に設置し、それはディスプレイとディスプレイ上に固
定するバックライトモジュールを具える。バックライトモジュールは第二柔軟性回路基板
２１１を連結する。
【００１２】
　図２及び図９に示す通り、絶縁本体３０は概ね長方形体状を成し、その上表面には下方
向に開けた内設溝３１を設け、内設溝３１の側辺壁には、下方向に開けた固定溝３２、及
び固定溝３２に繋がる複数の定位溝３３を設ける。絶縁本体３０上表面の各エッジには斜
面３４を連結し、その内の二つの対称となる斜面３４には、内設溝３１方向に開け定位溝
３３底壁に延伸する二つの溝３５を設ける。溝３５の内設溝３１に近い溝壁上には外側方
向に突出する嵌合部３６を設ける。
【００１３】
　図２及び図１０に示す通り、上蓋４０には矩形板状の上面板４１を具え、上面板４１上
には絶縁本体３０の内設溝３１に対応する内設孔４１１を開設する。上面板４１の各エッ
ジには側辺板４２を連結し、二つの対称となる側辺板４２の内側面上には、絶縁本体３０
の溝３５に対応する二つの突出体４２１を突設し、突出体４２１上には絶縁本体３０の嵌
合部３６に対応する嵌合溝４２２を設ける。
【００１４】
　図４、図６、図７、図８に示す通り、本考案のタッチパネルを具える電子装置の組立過
程において、タッチパネル１０を表示モジュール２０に取り付ける場合、タッチパネル１
０の定位孔１２１を表示モジュール２０の突出柱２２２５上に対応させて嵌合するとタッ
チパネル１０の定位が実現する。また両面テープ５０によってタッチパネル１０と表示モ
ジュール２０を固定させる。タッチパネル１０の第一柔軟性回路基板１１１は表示モジュ
ール２０の第二柔軟性回路基板２１１上に溶接する。
【００１５】
　図９から図１１に示す通り、固定されたタッチパネル１０と表示モジュール２０は、タ
ッチパネル１０の定位部１２２が絶縁本体３０の定位溝３３内に置かれると定位する。タ
ッチパネル１０の固定板１２のエッジが絶縁本体３０の固定溝３２内に置かれると、タッ
チパネル１０と表示モジュール２０は絶縁本体３０の内設溝３１内に固定する。またタッ
チパネル１０の一部分は絶縁本体３０の上表面に延伸する。その後、上蓋４０を絶縁本体
３０上に被覆し、上蓋４０の上面板４１で定位部１２２上を圧合する。絶縁本体３０上表
面を延伸するタッチパネル１０の一部分は、上蓋４０の内設孔４１１内に収められる故、
タッチパネル１０の上表面と上蓋４０の上面板４１の上表面はフラットになり、よって操
作者は障害なく操作することができる。上蓋４０の側辺板４２は絶縁本体３０の斜面３４
を被覆し、側辺板４２の突出体４２１は絶縁本体３０の溝３５内に進入し、嵌合溝４２２
と絶縁本体３０に対応する嵌合部３６は嵌合されることにより、上蓋４０と絶縁本体３０
が固定される。
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【００１６】
　前述した通り、本考案のタッチパネルを具える電子装置の組立過程において、タッチパ
ネル１０の定位孔１２１は表示モジュール２０に対応する突出柱２２２５上に嵌合されて
定位する。よって、ジグを使用しないでタッチパネル１０を表示モジュール２０上に組み
合わせられる故、粉塵発生を防ぎ、タッチパネルを具える電子装置の組立て作業や時間を
省き、生産コストを削減する。　
【００１７】
　本考案のタッチパネルを具える電子装置は次の通り変化可能である。タッチパネルの固
定板上には複数の突出柱を延伸させ、表示モジュールの内フレームの突出部上には複数の
定位孔を設け、突出柱を対応する定位孔に挿入してタッチパネルを定位させる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本考案の実施例における立体図である。
【図２】図１の実施例における立体分解図である。
【図３】図２のＩ部分拡大図である。
【図４】図１の実施例における立体組立図である。
【図５】図２のＩＩ部分拡大図である。
【図６】図１の実施例における表示モジュールの立体図である。
【図７】図１の実施例におけるタッチパネルと表示モジュールを組み合わせた立体図であ
る。
【図８】図７のＶＩＩ－ＶＩＩ線における断面図である。
【図９】図２のＩＩＩ部分拡大図である。
【図１０】図１の実施例における上蓋の立体図である。
【図１１】図１の実施例における部分断面図である。
【符号の説明】
【００１９】
１０　タッチパネル
１１　タッチ本体
１１１　第一柔軟性回路基板
１２　固定板
１２１　定位孔
１２２　定位部
２０　表示モジュール
２１　ディスプレイモジュール
２１１　第二柔軟性回路基板
２２１　外殻体
２２１１　底板
２２１２　側面壁
２２１３　結合溝
２２１４　結合体
２２２　内フレーム
２２２１　側辺フレーム
２２２２　フレーム壁
２２２３　結合部
２２２４　突出部
２２２５　突出柱
２２３　蓋フレーム
２２３１　フレーム辺
２２３２　側辺壁
２２３３　嵌入溝
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３０　絶縁本体
３１　内設溝
３２　固定溝
３３　定位溝
３４　斜面
３５　溝
３６　嵌合部
４０　上蓋
４１　上面板
４１１　内設孔
４２　側辺板
４２１　突出体
４２２　嵌合溝
５０　両面テープ

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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